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夢
と
ぬ
く
も
り
あ
る
生
涯
学
習
の
ま
ち  

い
い
や
ま
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生涯学習のマスコット
‘‘ マナビィ’’

で
の
青
少
年
育
成
に
大
き
な

成
果
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
飯
水
岳
北
防
犯
協
会

　
　
　

女
性
部
飯
山
支
部

　

平
成
４
年
発
足
以
来
、
自
主

防
犯
活
動
と
し
て
街
頭
啓
発

活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
犯
罪
減
少
の
活
動
に
大

き
な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。

『
個
人
の
部
』

○
森
山
恵
喜　

様

　

竹
と
ん
ぼ
や
特
製
こ
ま
を

作
成
し
て
保
育
園
や
学
校
へ

贈
り
、
10
数
年
指
導
し
つ
づ

け
、
こ
ど
も
達
に
温
か
い
ま
な

ざ
し
を
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

○
北
原
俊
雄　

様

　

平
成
６
年
よ
り
、
飯
山
少

年
友
の
会
会
員
と
し
て
積
極

的
な
街
頭
補
導
活
動
を
行
い
、

少
年
非
行
防
止
や
青
少
年
健

全
育
成
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

○ 

事
務
局

 

飯
山
市
教
育
委
員
会
事
務
局

　

 

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

          

☎
62-

３
１
１
１

　
　
　
　
　

内
線
３
５
２

   　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
９
９
０

２００６いいやま哲学塾開催！！

も
う
す
ぐ
夏
本
番
！

　
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
！

　

今
年
の
市
民
プ
ー
ル
は
７
月

８
日
（
土
）
午
後
１
時
オ
ー
プ

ン
で
す
。
当
日
は
入
場
無
料
。

ス
ラ
イ
ダ
ー
・
流
水
プ
ー
ル
で

遊
ん
で
、
50
ｍ
プ
ー
ル
で
体
力

づ
く
り
競
技
力
向
上
だ
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
８
月
27
日（
日
）

ま
で
営
業
し
ま
す
。

　
　
（
最
終
日
も
入
場
無
料
）

利
用
時
間　

午
前
９
時
30
～

　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

入
場
料　
　

大
人
２
５
０
円　

　
　

 

中
学
生
以
下
１
５
０
円

△
流
水
プ
ー
ル
は
楽
し
い
ね  

　
平
成
十
八
年
度

飯
山
市
青
少
年
育
成

　
　
　
　
　

市
民
会
議
表
彰

　

５
月
29
日　

飯
山
市
役
所

応
接
室
に
お
い
て
、
青
少
年

健
全
育
成
の
た
め
活
躍
さ
れ

た
皆
さ
ま
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
表
彰
さ
れ
た
皆
さ

ま
は
次
の
と
お
り
で
す
。

『
団
体
の
部
』

○
木
島
青
少
年
育
成
会

　

昭
和
55
年
よ
り
春
の
「
ガ

キ
大
将
づ
く
り
」
夏
の
木
島

少
年
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」

冬
の
「
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
大
会
」
の
企
画
運
営

を
つ
づ
け
、
地
域
総
ぐ
る
み

監
視
ア
ル
バ
イ
ト
募
集    

期
間　

７
月
15
日
（
土
）

            
～
８
月
27
日
（
日
）

時
間　

午
前
８
時
30
分

            

～
午
後
５
時
15
分

賃
金　

一
日
あ
た
り

                  

５
２
０
０
円

募
集
人
員　

男
性
５
人
、

               

女
性
２
人

 

（
高
校
卒
業
以
上
30
歳
ま
で
） 

申
し
込
み

　

教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
　
　
　

☎
62-

３
１
１
１

　
　
　

内
線
３
５
３
，
３
５
４

△
昨
年
の
イ
ケ
メ
ン
監
視
員

と
・
・
・

市
民
プ
ー
ル
監
視
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
！

　　　　　　    ふるさとはいつ生まれたか
　　　　　　　　　～国民国家を問い直す～
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左から大熊先生・鬼頭先生・内山先生

真剣な面持ちの参加者たち

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ラ
バ
ン　

　
　
　
　
　
が
は
じ
ま
る
よ
！

　

今
、
話
題
の
「
柳
沢
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
中
心

に
し
て
運
動
遊
び
を
展
開

し
ま
す
。

　

松
本
短
期
大
学　

柳
沢

秋
孝
教
授
が
提
唱
し
て
い

る
、
運
動
遊
び
が
大
脳
活

動
（
特
に
前
頭
葉
）
の
発

達
を
促
し
、
精
神
発
達
に

寄
与
す
る
と
い
う
理
論
に

基
づ
い
て
独
自
の
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。「
く
ま
さ
ん
歩
き
」

や
「
く
も
の
す
と
び
」
な

ど
ユ
ニ
ー
ク
な
運
動
遊
び

が
多
数
あ
り
ま
す
。

期
日

　
７
月
１
日
（
土
）

会
場

　
飯
山
市
飯
山
小
学
校

時
間

　
午
前
９
時
～
11
時
50
分

　
　
　
　
受
付
８
時
30
分

申
し
込
み

教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
　
　

☎
62-

３
１
１
１

　

内
線
３
５
３
，
３
５
４

飯
山
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
表
彰
者
決
定
！

飯山市教育委員会事務局生涯学習課生涯学習係　☎ 62 － 3111 内線 351

キ
ャ
ラ
バ
ン
情
報

　去る５月１９日（金）～２１日（日）の３日間「な
べくら高原森の家」を会場に「２００６いいやま哲
学塾」が開催されました。同塾は静岡県の「掛川
哲学塾」を引き継ぎ、２００２年夏に飯山市で第
１回目を開催したのを機に、その後２００３年秋、
２００５年冬と３回の季節ごとの開催を経て、今
回飯山市では最後の開催となる春の哲学塾となり
ました。立教大学教授の内山節先生（哲学）、東
京大学教授の鬼頭秀一先生（環境倫理学）、新潟
大学教授の大熊孝先生（河川工学）の三人から

け、それに対して先生方がまた意見を述べるといっ
た対話型の会であり、３日間とめどなく各々の哲学
について語り明かすというものです。今年のテーマ
は「ふるさとはいつ生まれたか」サブテーマは「国
民国家を問い直す」というもので、内山先生は「江
戸の都市思想と近代国家」について、鬼頭先生は「ふ
るさと・稲作・国家」、大熊先生は「センター試験
と土木」というそれぞれの専門分野からみたメイン
テーマについての問題提起をされました。また、前
飯山市長の小山邦武氏は「自分の体験の中からー

思いつくままに」と題し、過去３回の飯山での哲学塾を振り返りつつこれからを見据えた「ふ
るさと」についてお話をされました。参加者は延べ１４０人余り、掛川哲学塾からの皆勤賞と
いう参加者も多く本塾への人気の高さがうかがえました。また、毎年会場となっている「な
べくら高原森の家」では毎年違うテーマにならった会場の飾り付けもさることながら、季節ご
との食事やおやつのメニューに、飯山ならではの食材や料理を工夫して提供し、都会からの
参加者からは「何よりそのもてなしの心遣いがうれ
しい」との声もいただきました。四季折々の飯山の
自然を堪能してもらいながら行われた「いいやま哲
学塾」は参加者から「これで飯山では終わりだと
思うと何だか寂しい」と惜しまれる言葉をいただき
ながら、無事幕を閉じさせていただきます。これま
で本塾の運営に携わったすべての関係者に感謝申
しあげます。本当にありがとうございました。なお、
次回からの開催はまだ流動的で確定しておりませ
んが、決まり次第お知らせします。

なる「三人委員会」と三人委員会全国ネットワーク・飯山市が主催する本塾は開催年ごとに
テーマを決め、各先生方から問題提起をいただいた後、参加者から意見を先生方へ投げか

二日目は古民家で熱い討論が・・


